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-11肋骨,クー リー モンキー,シルバール トン,テン
グザルの第3,第5肋骨にも弱いながらも観察できた.
対照的にパタスモンキーの第3,節5肋骨は舷側での湾
曲が弱く,より下方に伸びていた.このような形態の
相違点はポジショナルビ-イビアの追いに対応してい
る可能性が考えられる.
45単独飼育与力ク類を対象とした感党運動訓練とし
ての感覚エンリッチメントの効果
森村成樹 ((樵)林原生物化学研究所 ･桁入校
研究センター
対応者 :上野吉一
受動的な刺激に最も感じやすい受容器である触知
性の刺激を与える感覚エンリッチメントを実施し,単
独飼育マカク頬の覚醒水準低下に対する症状改野の効
果を調べた.人間での訓練方法 (webb,1969)のうち,
触覚を刺激する操作として ｢条件 1)タオルで拭く,条
件2)ブラッシングする,条件3)肩たたきで叩く,条
件 4)氷で冷やす,条件 5)手でなでる｣を実施した.
被験体は京都大学霊長類研究所の大型個別ケージで飼
育されているニホンザル 3個体とアカゲザル 2個体と
した.実験者が対象個体の身体を触れることに十分慣
らした後,動物の手や足,胴体などを格子越しに刺激
した.各条件ついて,1日1条件,1セッション1時間
とし,5日間連続しておこなった.その結共,マカク1
個体を除くすべての個体が,呈示条件に対して忌避的
反応を示した.1個体のみ,刺激に対して手を伸ばすな
どを試みた.実験前後の活動性の比較では,1個体を除
き活動性に有意差はなかった.マカク 1個体のみ刺激
呈示直後に活動性が増加した.以上から,触知性の感
覚エンリッチメントは好悪の反応を引き出す効果があ
り,活動性にも短期的影響を与えることが示唆された.
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